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　ある意味で世界の距離は急速に縮まりました。海外に行きたければ空を飛び、国
境を越えることができます。さらに、インターネットの発達により海外との繋がり
は極めて容易になりました。しかし、紛争や領土問題、外交問題等、本当の意味で
のborderlessにはまだほど遠いのかもしれません。様々な文化、人種がお互いを認
め合い、手を取り合うにはどうすれば良いのでしょうか。
　
　本校では毎年留学生を受け入れています。受け入れを始めてからすでに２０以上
の国から留学生がやってきました。また、本校から海外に派遣された留学生もいま
す。異文化を知るということはどういうことなのでしょうか。vol.02ではAFS留学
生のマグナス君を特集します。

Magnus	 Steinson	 Vid	 Streym
デンマーク領フェロー諸島出身
フェロー語、デンマーク語、英語、ドイツ語
を話す。現在本校2GCにて日本語を勉強中。
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　デンマーク領フェロー諸島出身のマグナス君は現在留学生として、本校で日本語を学ん
でいます。今回のインタビューではフェロー諸島と日本の文化的な違いから趣味まで幅広
く話してくれました。

　「フェロー諸島はイギリスの北方に位置しています。日本とフェローの間には多くの違
いがあります。学校について言えば、まず、フェローでは制服を着ません。僕の通ってい
る高校では購買もないので、この学校は本当に便利だと思います。お弁当を持っていきま
すが、パンが主流ですね。現在はスクールバスで学校に通っていますが、向こうでは徒歩
で通える距離に住んでいます。

　僕は音楽が好きで、トランペットを演奏します。そういえば、日本にはカラオケがあり
ますよね。一度行きましたが、楽しかったです。

　ホームステイ先では畳に布団を敷いて寝ています。クーラーがないので、扇風機を２台
使っていますが、日本は暑いですね。

　食に関しては、お寿司と醤油ラーメンが好きです。お寿司の中でもトロとサバが大好き
です。フェロー諸島でも生魚を食べますが、日本の魚は本当においしいです。

　マンガも好きで、『カイジ』と『デスノート』が特に好きです。日本のマンガはヨーロ
ッパでも人気で、『ナルト』をデンマーク語で読んだこともあります。

　僕は日本語を勉強したかったので日本に来ることを決めました。言語だけでなく日本の
文化にもとても興味があります。僕は少林寺拳法部に入部しました。おじいちゃんは柔道
が強いのですが、フェロー諸島では少林寺拳法はできません。日本とフェロー諸島で最も
異なるのは、少林寺拳法にも見られるような他人への尊敬の念だと思います。まだまだ日
本語は上手に使えませんが、早く上達できるようにがんばりたいです。」

　フェロー諸島の人と話す機会はなかなかないと思います。ぜひ積極的にマグナス君と話
して見てください。

         INTERNATIONAL UNDERSTANDING
　国際理解とはどういうことでしょうか。国際理解と言えば、「言語」「文化」「世界」
「平和」というように様々なことを思い浮かべることができると思います。国際理解とは
そのような視点から、世界中の人々にとっての共通課題を見いだし、それを解決し、より
よい世界、未来を作っていくことではないでしょうか。本校では、留学生の受け入れの他
に、２年生の総合の学習の時間に異文化学習を行っています。また、それ以外にもフェア
トレードやユネスコ世界寺子屋運動など様々な活動を継続的に行っています。多様な国、
多様な文化、そして多様な人々との出会いを大切にしてください。そうすれば、自分と世
界とのつながりがさらに理解できると思います。Think globally, act locally
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